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３

第
一
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明
書

二

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

三

変
更
の
工
事
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
調
達
計
画
を
記
載
し
た
書
類

四

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質
の
取
得
計
画
を
記
載
し
た
書
類

五

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関
す
る
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書

六

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
場
所
に
関
す
る
気
象
、
地
盤
、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に

関
す
る
説
明
書

七

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設
の
設
置
の
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の

地
域
を
含
む
縮
尺
二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地

図
八

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

九

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
説
明
書

十

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書

４

第
一
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
認
可
を
要
し
な
い
工
事
等
）

第
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以

外
の
も
の
と
す
る
。

一

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
工
事

二

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
（
以
下
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」
と
い
う
。）内

に
お
い
て
行
う
同
法
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
（
当
該
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
の
際
既
に

着
手
し
て
い
る
も
の
及
び
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政

令
第
二
百
六
号
）
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
工
事
（
前
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
以
下
「
制
限
工
事
」
と
い
う
。）

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
二
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第

一
の
中
欄
若
し
く
は
下
欄
に
掲
げ
る
変
更
の
工
事
若
し
く
は
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
内
に
お
い
て
行
う
制
限
工

事
を
伴
う
変
更
又
は
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ
の
検
査
の
た
め
の
組
織
（
以
下
「
設
計
及

び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
」
と
い
う
。）の
変
更
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
六
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
条
第
一
項
第

二
号
の
工
事
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
変
更
を
伴
う
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
認
可
等
の
申
請
）

第
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

工
事
計
画

三

工
事
工
程
表

四

変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
理
由

（
届
出
を
要
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
）

第
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
四
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
で

あ
っ
て
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す

る
。

一

第
三
条
第
一
項
二
号
ニ
]
の
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
の
う
ち
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
構
造
の
変
更
で

あ
っ
て
、
同
一
の
工
場
又
は
事
業
所
内
に
存
す
る
二
以
上
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
貯
蔵

設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
共
用
す
る
も
の
（
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
使
用
済
燃
料
の
種
類
の

変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。）

二

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ト
\
の
気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
同
号
ト
]
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
又
は
同
号

ト
^
の
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
の
構
造
の
変
更
の
う
ち
、
同
一
の
工
場
又
は
事
業
所
内
に
二
以
上
存
す
る
発

電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
又
は
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄

設
備
当
該
施
設
等
の
全
部
又
は
一
部
を
共
用
す
る
も
の

三

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ト
^
の
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
の
廃
棄
物
の
処
理
能
力
の
変
更
の
う
ち
、
貯
蔵
能

力
を
変
更
す
る
も
の
（
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
の
増
設
を
伴
う
も
の
を
除
く
。）

四

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ
]
の
非
常
用
電
源
設
備
の
構
造
の
変
更
の
う
ち
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一

項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
許
可
を
受
け
た
構
造
と
同
一
の
構
造
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

の
台
数
又
は
蓄
電
池
の
数
を
増
加
す
る
も
の
（
当
該
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
又
は
蓄
電
池
に
接
続
す
る
設

備
の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。）

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
の
届
出
）

第
七
条

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

工
事
計
画

２

前
項
の
届
出
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ

と
。

二

前
項
第
五
号
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
順
序
及
び
日
程
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
五
条
を
第
六
十
五
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
条
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
七
」
に
、「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
」
に
、「
原
子
炉
」
を

「
発
電
用
原
子
炉
」
に
、「
又
は
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を「
若
し
く
は
法
第
四
十
三
条
の
八
第
一
項
」に
改
め
、「
変

更
の
許
可
を
受
け
、」の
下
に
「
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
、」を
加
え
、「
当

該
許
可
を
受
け
た
後
」
の
下
に
「
又
は
当
該
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
五

号
の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ
れ
、
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
短
縮
さ
れ
、
又
は

延
長
さ
れ
た
期
間
）
を
経
過
後
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」
に
、「
様
式
第
一
」

を
「
様
式
第
十
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
四
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
令
第
十
四
条
」
を
「
令
第
二
十
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
令
第
十
四
条
第
三
号
」

を
「
令
第
二
十
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第

三
号
」
に
、「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」
に
、「
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の

五
第
二
項
第
五
号
」
に
、「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八

号
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、「
廃
棄
の
方
法
を
」
の
下
に
「
記
載
し
、
法
第
四
十

三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
九
号
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
事
項
の
変
更
に
係
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
十
号
の

発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に

必
要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ

る
事
故
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ハ
に
定
め
る
事
項
を
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
令
第
十
四
条
第

五
号
」
を
「
令
第
二
十
条
の
三
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
」
を
「
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
九
号
又
は
第
十
号
」
に
、「
令
第
十
四

条
」
を
「
令
第
二
十
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
、
同
項
第
二
号
、
同
項
第
四
号
及
び
同
項
第
七
号
中
「
原
子

炉
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
核
燃
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物

に
よ
る
放
射
線
の
被
ば
く
管
理
並
び
に
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理
」
に

改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
原
子
炉
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
等
が
あ
つ
た
場
合
に

発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
原
子
炉
の
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
、
副
本
二
通
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
次
の
二
条
を
加
え
る
。
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